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①
利
用
者
の
長
期
逓
減
傾
向

地
方
鉄
道
の
輸
送
人
員
は
、
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
沿
線
に
お
け
る
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
長
期
逓
減
傾
向
が

続
き
、
昭
和
62
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
の
18

年
間
で
全
国
平
均
で
約
19
％
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

利
用
者
の
長
期
逓
減
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
経
営
赤
字
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
多

く
の
事
業
者
で
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
上

の
不
具
合
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
り
、

従
業
員
数
の
大
幅
削
減
に
よ
り
輸
送
の
安
全

の
確
保
に
不
可
欠
な
技
術
の
継
承
へ
の
懸
念

も
生
ず
る
な
ど
、
鉄
道
事
業
者
の
経
営
努
力

は
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

②
コ
ス
ト
構
造
上
の
経
営
圧
迫
要
因

鉄
道
事
業
は
、
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
異
な

り
、
土
地
や
線
路
、
駅
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
鉄
道
事
業
者
自
ら
が
一
体
で
保
有
す
る

の
が
通
例
で
す
。

こ
の
た
め
、
鉄
道
事
業
者
の
コ
ス
ト
構
造

で
は
、
こ
れ
ら
施
設
の
保
有
に
係
る
経
費

（
維
持
管
理
費
な
ど
）
の
占
め
る
割
合
が
大
き

く
、
地
方
鉄
道
90
社
の
平
成
17
年
度
決
算
を

見
る
と
約
46
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
比
率

は
鉄
道
事
業
者
が
取
り
組
ん
で
き
た
合
理
化

に
伴
う
人
件
費
の
減
少
に
よ
り
、
近
年
増
加

傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
決
算
で
は
、
地
方
鉄
道
90
社

の
約
70
％
が
営
業
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

仮
に
こ
れ
ら
施
設
の
保
有
に
係
る
経
費
を
除

い
て
試
算
し
て
み
る
と
、
営
業
赤
字
の
事
業

者
は
約
70
％
か
ら
約
10
％
に
ま
で
減
少
し
、

施
設
保
有
に
係
る
経
費
が
コ
ス
ト
構
造
上
の

経
営
圧
迫
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

③
規
制
緩
和
の
実
施

こ
の
ほ
か
、
近
年
の
経
営
環
境
の
変
化
と

し
て
、
平
成
12
年
に
実
施
さ
れ
た
鉄
道
事
業

法
に
つ
い
て
の
規
制
緩
和
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

地
方
部
で
は
、
需
要
の
規
模
か
ら
事
業
者
間

の
競
争
が
促
進
さ
れ
る
環
境
に
乏
し
い
た
め
、

規
制
緩
和
に
よ
る
効
果
が
発
揮
さ
れ
に
く
く
、

需
要
の
減
少
に
伴
う
経
営
悪
化
な
ど
に
よ
り

事
業
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
る
事
業
者
が
見
ら

れ
ま
す
。
12
年
度
以
降
、
全
国
で
25
路
線
・

５
３
２
㎞
の
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
、
多
く
の
路

線
で
現
在
そ
の
存
廃
を
め
ぐ
っ
て
ギ
リ
ギ
リ

の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

④
地
域
や
鉄
道
事
業
者
の
取
組
み

こ
れ
ま
で
も
、
鉄
道
輸
送
の
維
持
に
向
け

て
、
鉄
道
事
業
者
は
車
両
や
設
備
の
改
善
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
公
共
施
設
の
併
設
な

ど
に
よ
る
駅
の
利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
さ
ま

鉄
道
局
　
地
域
鉄
道
対
策
室

地
方
鉄
道
の
現
状

地
方
鉄
道
の
現
状
と
課
題

地方鉄道の現状　
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ざ
ま
な
利
用
促
進
策
や
経
営
合
理
化
策
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
線
地
域
で
は
、
経
営
安
定
基
金

の
創
設
を
は
じ
め
、
運
営
費
や
施
設
整
備
費

に
対
す
る
補
助
、
地
方
税
の
減
免
な
ど
地
方

公
共
団
体
な
ど
に
よ
る
財
政
的
支
援
の
ほ
か

に
も
、
地
域
住
民
や
観
光
振
興
と
連
携
し
た

企
画
を
通
じ
た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
パ

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
用
の
駐
車
場
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
た
ほ
か
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に

よ
る
車
両
の
保
守
・
改
装
費
の
支
援
や
出
資

な
ど
の
支
援
活
動
が
地
域
住
民
に
よ
っ
て
展

開
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

に
よ
り
鉄
道
輸
送
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け

た
努
力
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

⑤
鉄
道
の
廃
止
が
地
域
に
も
た
ら
す
影
響

地
域
や
鉄
道
事
業
者
の
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ひ
と
た
び
地
方
鉄
道
が
廃
止
に
至
っ

た
場
合
に
は
、
バ
ス
輸
送
に
転
換
さ
れ
る
の

が
通
例
で
す
。

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
も
そ
も
バ

ス
転
換
に
適
さ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
定
時
制
に
優
れ
、
大
量
輸
送
が
可
能
な

鉄
道
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
中
・
高
校
生
の
通

学
に
支
障
を
き
た
し
た
り
、
バ
ス
転
換
に
よ

る
運
賃
上
昇
や
所
要
時
間
増
加
に
よ
り
高
齢

者
の
外
出
機
会
が
減
少
す
る
ほ
か
、
マ
イ
カ

ー
へ
の
転
換
に
よ
る
道
路
混
雑
、
観
光
地
の

人
出
減
少
や
駅
前
商
店
街
の
売
上
減
少
な
ど
、

地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
が
、
鉄
道
輸
送
の
維
持
の
要
否
に
つ

い
て
議
論
す
る
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
便
益

や
輸
送
維
持
の
た
め
の
費
用
な
ど
を
総
合
的

に
考
量
し
、
可
能
な
限
り
客
観
的
な
評
価
・

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
地
域

で
広
く
共
有
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
鉄
道
事
業
の
存
続
自
体
を
自
己

目
的
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
に

そ
の
意
義
を
見
出
さ
れ
、
真
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
か
を
判
断
す
べ
く
、
地
域
に
お
け
る

望
ま
し
い
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
そ
の

中
で
、
鉄
道
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

べ
き
か
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
が
主

体
的
に
議
論
し
、
鉄
道
輸
送
の
維
持
の
要
否

に
つ
い
て
合
意
形
成
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

①
今
後
の
取
組
み
の
方
向
性

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
る
中

で
、
地
方
鉄
道
は
、
バ
ス
や
福
祉
タ
ク
シ
ー

な
ど
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
と
連
携

し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
日
々
の
移
動
を
支
え
、

駅
の
拠
点
性
を
活
か
し
て
地
域
の
形
成
・
発

展
や
観
光
振
興
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
極
め

て
大
き
く
貢
献
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
通
し
て
「
地
域

の
暮
ら
し
に
組
み
込
ま
れ
た
持
続
可
能
な
存

在
」
と
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
潜
在
的
な
利
用
者
が
見
込
ま
れ

る
地
方
都
市
近
郊
に
お
い
て
は
、
駅
間
の
短

縮
や
覚
え
や
す
く
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
設

定
、
弾
力
的
な
運
賃
設
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
み
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
展
開
す
る
こ
と
に

よ
り
、
既
存
の
輸
送
の
あ
り
方
を
一
新
し
て

地
域
の
輸
送
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
応
え
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ー
ル
化
」
を
進
め
る
こ

と
も
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

ま
た
、
観
光
を
切
り
口
と
し
て
、
鉄
道
が

地
域
の
観
光
資
源
を
結
ん
で
走
る
こ
と
に
よ

り
観
光
振
興
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
実
施
や
車
両
の
改
装
に
よ
り
「
鉄

道
自
ら
が
観
光
資
源
」
と
な
り
観
光
客
の
取

り
込
み
を
図
る
な
ど
の
取
組
み
も
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
事
業
構
造
の
再
構
築

鉄
道
事
業
者
の
前
向
き
な
取
組
み
と
地
域

の
支
援
に
基
づ
い
て
鉄
道
輸
送
の
維
持
が
図

ら
れ
る
場
合
に
は
、
鉄
道
事
業
者
の
施
設
保

有
に
係
る
経
費
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、「
公
有
民
営
」
方
式
に
よ
る
経
営
の
上
下

分
離
※

や
土
地
等
の
重
要
な
資
産
の
地
方
公
共

団
体
に
よ
る
保
有
な
ど
に
よ
り
事
業
構
造
を

変
更
し
、
鉄
道
事
業
を
再
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
頑
張
る
地
域
と
鉄
道
事
業

者
」
の
真
摯
な
取
組
み
に
対
し
、
国
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
般
、
制
度

面
・
財
政
面
な
ど
の
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
よ
り
重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
の
制

度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
す
（
16
ペ
ー
ジ
参

照
）。

◇

◇

◇

地
方
鉄
道
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
サ
ポ

ー
タ
ー
）
に
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。「
双
方
向
・
対
話
型
」
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、
鉄
道
が

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
と
共
感
を
丁

寧
に
育
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
取
組
み
が
息
長
く
鉄
道
の
未
来
を

照
ら
す
光
と
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
ま
す
。

特集■「頑張る地域と鉄道事業者」が地方鉄道を再生・活性化します！

鉄
道
輸
送
の
維
持
に
係
る
評
価
・
検
討

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
性
化
へ
の
取
組
み

※
　
地
方
公
共
団
体
が
鉄
道
施
設
を
保
有
し
、

こ
れ
を
運
行
事
業
者
に
無
償
で
使
用
さ
せ
る

も
の
。


